
2026 令和8年７月2026 令和８年７月第 号132第 号132

出雲崎町議会
ホームページ

出雲崎町
公式LINE

＃海へ、大地へ。
この町の『生きる力』がここにある。
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議案22件を可決・承認 ６月８日から12日（５日間）会 期６６月  定 例 会月  定 例 会
主なものから抜粋して掲載しています

令和8年度 一般会計補正予算

歳入歳出3,031万8千円を追加
総額 38億891万8千円

町長
専決

地域力創造アドバイザー
業務委託料

町道修繕工事
測量業務委託料
小木ノ城線
町道修繕工事
調査設計業務
委託料
小木ノ城線

大門橋配水管
布設替工事

政策アドバイザー
業務委託料

曽 根 　 進 氏

大 津 俊 哉 氏

小木ノ城山の
樹叢倒木伐採料

概 要

概 要

概 要

概 要

概 要

地域活性化や住民主体のまちづ
くりについて自治体へ助言・支
援を行う専門人材（総務省制度）

大門橋管体劣化のため布設替え
工事

行政施策や事業計画について
専門知識をもとに自治体へ助
言する外部専門家

崩落した町道小木ノ城線
修繕工事のための測量及
び調査業務委託料

降雪等により倒木した1本
倒木の危険性のある2本
計3本を伐採

小林明日香議員
　�占有面積１平方メートルにつき 850 円とあるが、風車の真下だけか、開発した土地全体か。
建設課長
　�物件がかかるところ全てが対象になる。

中野議員
　�18 歳以上被保険者均等割額を 100 円にした理由はなにか。当町の独自、考え方なのか、近隣
の町村と比較してみたのか。
町民課長
　�子ども・子育て支援法等の一部を改正するものである。被保険者 18歳未満からはもらわない
仕組みとなり、18歳未満がもらわない均等割額を 18歳以上の被保険者で割る。県内の他町村
を見ても 100 円の町村も多数ある。
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農業委員会委員の任命について同意
議案第37号から第41号

人 案事 件

可決された条例制定

議案第28号

議案第29号

議案第33号

出雲崎町税条例の一部改正

出雲崎町国民健康保険税条例の一部改正

出雲崎町道路占用料徴収条例の一部改正

町民税の申告に係る規定、軽自動車税の環境性能割廃止により改
正するもの

子ども・子育て支援金課税分に伴う既定の新設、課税限度額及び保険
税軽減対象世帯の所得割判定の見直しを行うもの
※�「子ども・子育て支援金」とは、政府の少子化対策（児童手当の拡充・こども誰でも通園制
度など）の財源として、公的医療保険に加入する全世代から徴収される制度
� （令和８年４月施行）

占用料を徴収する占用物件に道路法施行令第 7条２号に掲げる工作
物である太陽光発電設備及び風力発電設備を追加するもの

610
万円

250
万円

質疑

質疑1,210
万円

1,000
万円

100
万円

73万
6千円

小木ノ城を
愛する男性

早く伐採して安全な
状態にしてほしい。
小木ノ城への道で枝
が道路に垂れ下がっ
ていると通行の妨げ
になって危険。
� それも定期的に
　　　　伐採して
　　　　　ほしい。
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６６月定例会で審査された陳情月定例会で審査された陳情

地方自治法第９９条という法律に基づき、町民のみなさんの安
全や生活のために「どうしても国や県に動いてほしいこと」が
あるとき、町の議会の名前で公式に提出する意見のことです。

「意見書」って
　　　　なに？

 ひとくちメモ

陳情
第2号

出雲崎町における風力発電事業の検討に関する陳情
不採択
賛成 2人
反対 7人

陳情
第4号

出雲崎町における風力発電事業の推進に関する陳情
不採択
賛成 3人
反対 6人

陳情
第5号

出雲崎町で検討されている風力発電事業に関する陳情
不採択
賛成 2人
反対 7人

陳情
第6号

（仮称）出雲崎・西山風力発電事業に反対し、低周波音等による健康
影響について慎重な対応を求める陳情

不採択
賛成 2人
反対 7人

陳情
第7号

（仮称）出雲崎・西山風力発電事業に伴う土砂災害・森林破壊・水環
境への影響について慎重な対応を求める陳情

不採択
賛成 2人
反対 7人

陳情
第8号

（仮称）出雲崎・西山風力発電事業に伴う自然環境・生態系・景観へ
の影響について慎重な対応を求める陳情

不採択
賛成 2人
反対 7人

陳情
第9号

（仮称）出雲崎・西山風力発電事業に関する一部地区限定の説明会の撤廃、及
び客観的安全性が証明されない場合の計画見直しを求める陳情書

不採択
賛成 2人
反対 7人

新潟県知事に意見書を提出‼議会最前線

主旨概要

要望事項

出雲崎町議会は、『「安全で安心に暮らせるまちづくりの推進」の早期実現を強く求め
る意見書』を県知事宛てに提出しました。

　柏崎刈羽原子力発電所が稼働したことに関連して、複合災害が発生した場合、避難
体制やそれに係る財政負担等については、当町のように財政的に豊かではない市町村
に対しては、国が責任をもって支えるべきだと考えています。
　また、出雲崎町民はこの発電所開設時から今日まで、様々な出来事に深く関わって
きました。だからこそ、町が今進めている「安全で安心して暮らせるまちづくりの推進」
を一日でも早く実現できるよう、新潟県が支援してくださるよう強く求めています。

1. 避難場所や道路の整備に財政的支援を！

2. 原子力立地給付金を増やして！
私たちの出雲崎町は、すべての地域が柏崎刈羽原子力発電所から 20キロ圏内にあるとい
う特別な地域であることを考えて、「立地給付金」交付単価の引き上げを！

3. 国道３５２号線の工事を、もっと早く終わらせて！
高台への避難に使われる「国道 352号線（出雲崎改良工事・石井町工区）の工事が進め
られているが、完了までにあと10年余を要するため、一日も早く工事を終わらせてほしい！

渋川臨海学校跡地に
一時滞在できる多機
能な避難場所を整備

出雲崎中学校と、中
央公民館を結ぶ直結
道路を整備する

町道尼瀬稲川線など
の急勾配、急カーブ、
幅員狭小などの部分
改良をして機能向上

津波指定避難場所の
孤立を防ぎ、人や物
資が通れる縦断道路
を整備

　６月定例会では、出雲崎町に予定されている風力発電事業について、それぞれの立場から
７件の陳情がよせられました。付託を受けた総務文教常任委員会では、各陳情の趣旨および
理由を踏まえ、採択の一般的な基準である、「願意の妥当性」「実現の可能性」「町村の権限、
議会の権限事項に属する事項であるかどうか」の観点から、各陳情項目を順に確認し、慎重
に審査を行いました。その結果は本会議において採決され、以下のとおりとなりました。

第二弾

①尼瀬地区の①尼瀬地区の
　　津波避難場所の
　　津波避難場所の

　　　　　　　  整備
　　　　　　　  整備

②避難所をつなぐ
②避難所をつなぐ

　　　　  道路の整備
　　　　  道路の整備 ③海岸から③海岸から

　　国道へ逃げる
　　国道へ逃げる

　　　　  道路の整備
　　　　  道路の整備

④津波避難場所が
④津波避難場所が

　 孤立しないための
　 孤立しないための

　　　　　　道路整備
　　　　　　道路整備

・既に町と事業者で調整がなされている部分ではその項目について採択できない。
・建設的に推進する事は町の権限ではないのではないか。
・十分な理解と合意が得られるまで事業を進めないのは、議会の権限を越えている。
・説明会については地域の考えが尊重されるべきである。
・�行政側が町民の意見を聞く懇談会が行なわれており、意見が上がれば行政側で対応す
る事となる。

等の意見が出されました。

質疑
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６月定例会の録画
中継はこちらから
ご覧いただけます

➡

質問者の一般質問は二次元
バーコードより、YouTube
でご覧いただけます。

出雲崎町議会YouTube チャンネル

一般質問の原稿は、
それぞれの質問者が
作成しています

質問項目

詳細は7ページ

1.町長施政方針に基づく
地域支援の具体化と
「えちご雪割草街道」
広域連携について
2.町内農家を守るための
町独自の支援策について

1 島 明日香 議員
しま　   あ　 す　  か

質問項目

詳細は8ページ

１．多世代交流館「きらり」
の活用について

2 小林玲子 議員
こ  ばやしれい   こ

質問項目

詳細は9ページ

１．移民及び外国籍居住者
に対する町の方針を問う
２．天領の里、心月輪周辺
の賑わい創出について
３．妻入りの街並み及び
景観条例について

3 小林明日香 議員
こ ばやし  あ　す　 か

質問項目

詳細は10ページ

１．関係人口の創出にユ
ニバーサルツーリズム
の視点を

4 髙桑佳子 議員
たか くわ  よし   こ

質問項目

詳細は11ページ

１．町道小木ノ城線の復
旧と、常楽寺林道を活
用した防災ネットワーク
整備について

5 和田一幸 議員
わ     だ    かず ゆき

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

Q&A農家を守る独自支援は
秋に向け前向きに 町長

島
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�

資
材
（
替
刃
）
支
援

島 明日香 議員（文責）

田植えの様子

雪割草で広域観光へ

ガイドブック掲載を検討 町長

えちご雪割草街道久田ルート
入口付近
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Q&A

人
と
な
っ
て
い
る
。

小
林

 

町
が
作
成
し
た
観
光

情
報
の
他
に
も
、
職
員
や
子
育

て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
お
勧
め
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
を
親
し
み
や
す
い

形
で
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で

利
用
者
と
の
会
話
の
き
っ
か
け

に
な
る
と
思
う
が
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

町
長

 

職
員
も
積
極
的
に
声

を
か
け
、
町
内
の
観
光
施
設
や

飲
食
店
な
ど
の
情
報
を
提
供
し

て
い
る
。

小
林

 

利
用
者
は
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
い
。「
き
ら
り
」
を

利
用
す
る
理
由
や
知
っ
た
き
っ

か
け
を
伺
う
と
「
自
宅
か
ら
30

分
く
ら
い
で
来
る
こ
と
が
で
き

る
」「
混
み
す
ぎ
ず
、
遊
ば
せ

や
す
い
」「
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い

町
全
国
６
位
に
選
ば
れ
た
町
が

気
に
な
っ
た
」「
利
用
料
が
無

料
」
な
ど
と
お
話
を
さ
れ
て
い

た
。
利
用
者
が
当
町
に
興
味
や

関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
が
、
再
訪
問
に
繋
が

る
よ
う
な
取
組
を
検
討
し
て
い

る
か
伺
う
。

再
訪
に
繋
が
る
よ
う
な

�

取
組
を

小
林

 

天
領
の
里
は
日
没
で

閉
ま
る
が
日
没
後
1
時
間
が
一

番
夕
日
が
美
し
い
時
間
帯
。
駐

車
場
を
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
開
放

し
、
時
代
館
の
南
側
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
付
き
ブ
ー
ス
を
作
り
、
昔

の
市
の
様
な
賑
わ
い
創
出
を
。

小
林

 

若
者
は
8
時
を
過
ぎ

る
と
集
え
る
場
所
が
な
い
。
夕

日
に
向
か
う
ブ
ラ
ン
コ
や
文
字

看
板
、
防
犯
カ
メ
ラ
等
を
設
置

し
愛
の
生
ま
れ
る
ラ
ブ
ス
ポ
ッ

ト
に
。

町
長

 

妻
入
り
の
空
き
家
を

店
舗
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
利
用
す
る

案
も
あ
り
、
付
け
焼
き
刃
で
は

な
い
改
修
を
計
画
中
。
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
場
所
も
含
め
る
よ
う

管
理
者
に
伝
え
ま
す
。

Q&A「多世代交流館きらり」を活用した
交流人口・関係人口の拡大を

町全体で持続可能な
町づくりが必要だ

 町長

る
。
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら

協
力
し
て
も
ら
い
、
短
時
間
で

も
安
心
し
て
情
報
を
見
て
い
た

だ
け
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
長

 

サ
ポ
ー
タ
ー
マ
ニ
ュ

ア
ル
研
修
会
や
年
に
１
回
実
施

し
て
い
る
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修
会
で
安
全
、
安
心
に
過
ご

せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
タ
ー
一
人
一

人
に
確
認
を
し
て
い
る
。

小
林

 

「
多
世
代
交
流
館
き

ら
り
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

利
用
者
の
約
４
割
は
町
外
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。

施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域

外
の
方
に
対
し
、
当
町
の
魅
力

発
信
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

町
長

 

き
ら
り
独
自
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る

他
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
の
情
報

発
信
や
館
内
に
は
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
チ
ラ
シ
も
自
由

に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

小
林

 

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
空
き
家
に
関
す
る
情
報
な

ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
設
置
に
よ
り
、
観

光
や
「
き
ら
り
」
に
訪
れ
る
方

が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
、
効

果
等
を
把
握
し
て
い
る
か
。

町
長

 

「
き
ら
り
」
に
訪
れ

た
方
は
、
令
和
７
年
度
は

６
，１
９
７
人
、
令
和
６
年
度

は
６
，１
５
７
人
、
令
和
５
年

度
は
５
，９
３
６
人
と
な
り
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
登
録
者
数
は
１
，０
３
７

「
多
世
代
交
流
館
き
ら
り
」

　
を
活
用
し
て

�

更
な
る
魅
力
発
信
を

町
長

 

観
光
部
局
と
連
携

し
、
さ
ら
に
機
能
強
化
を
し
て

い
く
。「
き
ら
り
」
発
着
の
周

遊
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
伝
統
工
芸

体
験
や
昔
遊
び
体
験
な
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど

も
検
討
し
た
い
。

小
林

 

こ
れ
か
ら
進
め
る
地

方
創
生
推
進
事
業
に
お
い
て
、

自
然
と
子
育
て
世
代
が
集
ま
る

「
き
ら
り
」
は
交
流
人
口
や
関

係
人
口
の
拡
大
に
繋
が
る
重
要

な
拠
点
と
考
え
る
が
、
今
後
、

地
方
創
生
に
絡
め
て
ど
の
よ
う

な
位
置
づ
け
で
進
め
て
い
く
と

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

 

「
き
ら
り
」
だ
け
で

は
な
く
町
全
体
で
こ
の
地
域
を

い
か
に
持
続
可
能
な
町
づ
く
り

を
行
う
か
と
い
う
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
る
。

小
林

 

町
内
の
こ
ど
も
園
や

保
育
園
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
子
育
て
世
代

に
は
参
考
に
な
る
情
報
が
発
信

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
利
用

者
は
子
ど
も
か
ら
目
が
離
せ
ず

掲
示
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の

�

協
力
も
重
要
だ

小林 玲子 議員（文責）
 町長

小林 明日香 議員（文責）

妻入り保存会の誰の判断で
風車が景観に反しないと結論が
出たのか詳細な経緯を

景観の良し悪しについて決定した事実
はない、今後も決定することはない

小
林

 

事
業
者
の
モ
ン
タ
ー

ジ
ュ
写
真
は
数
カ
所
で
都
合
よ

く
雑
木
で
風
車
が
隠
れ
て
し
ま

う
場
所
も
あ
る
、
町
民
は
町
の

ど
こ
か
ら
で
も
、
ど
う
見
え
る

の
か
知
る
権
利
が
有
る
。

　

ス
マ
ホ
で
風
車
が
見
れ
る
ア

プ
リ
を
広
報
で
周
知
は
可
能

か
。町

長

 

事
業
者
が
す
る
事
で

あ
り
周
知
す
る
予
定
は
な
い
。

町
長

 

令
和
７
年
10
月
幹
事

会
に
て
、
町
に
利
益
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
多
少
は
容
認
で
き
る

景
観
は
民
意
を

　
　
　
反
映
す
べ
き
！

�

Ｖ
Ｒ
ア
プ
リ
の
周
知
を

妻
入
り
の
街
並
み

　
　
　
保
存
と
は
真
逆
、

�

景
観
条
例
見
直
し
を
！

が
な
け
れ
ば
景
観
を
損
な
う
お

そ
れ
や
騒
音
問
題
等
の
不
安
も

あ
り
一
概
に
は
賛
成
で
き
な
い

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

小
林

 

地
権
者
や
一
番
近
い

地
区
の
方
達
だ
け
に
決
定
権
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
風

車
が
乱
立
す
る
出
雲
崎
の
景
観

へ
の
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長

 

尼
瀬
〜
羽
黒
町
の
街

並
み
散
策
時
の
影
響
は
少
な

い
、
天
領
の
里
か
ら
勝
見
の
方

を
見
る
と
見
え
る
が
、
観
光
施

設
か
ら
見
え
る
こ
と
が
誰
の
目

か
ら
見
て
も
景
観
を
損
な
う
こ

と
に
な
る
と
は
判
断
、
断
言
は

で
き
な
い
。

町
長

 

特
に
な
い
。

移
民
及
び
外
国
籍
居
住
者
が

　
増
え
た
場
合
の

�

町
の
対
策
は
あ
る
の
か

町内のこども園・保育園の紹介

常設ブースの事例

文字看板の例

写真スポット
になる

ベンチ例

地域でつながる  親子の憩いの場

天領の里、心月輪
　　　　キッチンカー誘致
　夜も楽しめる海の出雲崎に
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Q&A常楽寺林道を
防災機能を備えた道路へ！
町道の多様な活用模索を

現状では林道としての位置付け
国や県の制度を活用していく

 町長

県
補
助
の
可
能
性
も
高
い
と
考

え
て
い
る
。
防
災
目
的
だ
け
で

は
補
助
を
受
け
取
る
こ
と
は
難

し
い
。

和
田

 
国
は
「
災
害
後
の
復

旧
」
か
ら
「
既
存
イ
ン
フ
ラ
の

防
災
活
用
」
へ
政
策
転
換
し
て

い
る
。常
楽
寺
林
道
に
限
ら
ず
、

防
災
道
路
候
補
を
再
検
証
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長

 

道
路
は
「
命
を
結
ぶ

道
路
」
で
あ
り
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。

　

町
単
独
財
源
で
は
限
界
が
あ

る
た
め
、
和
田
議
員
の
言
う
通

り
国
や
県
の
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
道
路
整
備
に
努
め
た
い
。

和
田

 

町
道
小
木
ノ
城
線
の

崩
落
原
因
、
復
旧
工
法
及
び
復

旧
時
期
は
。
又
、
周
辺
斜
面
も

含
め
た
危
険
性
の
調
査
は
お
こ

な
っ
た
の
か
。

町
長

 

地
質
調
査
の
結
果
、

支
持
強
度
や
粘
着
性
の
低
い
地

層
に
地
下
水
や
融
雪
水
が
浸
透

し
、
表
層
崩
壊
が
発
生
し
た
と

推
測
し
て
い
る
。
地
す
べ
り
特

有
の
亀
裂
や
ひ
ず
み
は
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
関
連
は
な
い
と

判
断
し
て
い
る
。

　

復
旧
工
法
は
「
補
強
盛
土
工

法
」
を
予
定
し
て
お
り
、
国
の

防
災
減
災
対
策
等
強
化
事
業
推

進
費
を
活
用
し
県
と
協
議
中
。

順
調
に
進
め
ば
10
月
頃
の
工
事

発
注
を
見
込
む
が
、
冬
期
施
工

が
難
し
く
翌
年
度
へ
の
繰
越
も

想
定
し
て
い
る
。
周
辺
も
含
め

現
地
確
認
を
お
こ
な
っ
た
が
、

ひ
ず
み
等
の
異
常
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。

小
木
ノ
城
線
崩
落
の

　
　
分
析
調
査
と

�

復
旧
に
つ
い
て

和
田

 

豪
雨
や
山
林
火
災
が

増
え
る
中
、
山
間
部
集
落
の
孤

立
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

町
長

 

本
町
は
約
７
割
が
林

地
で
、
枝
状
に
集
落
が
点
在
す

る
地
形
で
あ
り
、
大
規
模
災
害

時
に
は
孤
立
の
お
そ
れ
が
あ
る

集
落
が
存
在
す
る
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
集
落
間
を
結

ぶ
山
越
え
用
道
路
整
備
を
進
め

て
き
た
。

和
田

 

ハ
ナ
モ
モ
シ
ー
ズ
ン

中
、
小
木
ノ
城
山
で
救
急
搬
送

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
の
対
応

は
。
ま
た
、
町
道
小
木
ノ
城
線

や
常
楽
寺
林
道
を
災
害
時
代
替

道
路
と
し
て
活
用
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

町
長

 

出
雲
崎
町
側
の
道
路

で
は
不
安
が
あ
る
た
め
、
長
岡

側
の
道
か
ら
迂
回
し
て
救
急
車

を
入
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
林

道
常
楽
寺
線
は
現
状
「
防
災
道

路
」
で
は
な
く
林
道
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。

山
林
部
の

 

孤
立
リ
ス
ク
に
備
え
て

�

既
存
道
路
の
活
用
を
！

和
田

 

国
は
単
一
路
線
依
存

の
解
消
を
重
視
し
て
い
る
。
林

道
も
防
災
機
能
を
持
つ
道
路
と

し
て
活
用
す
べ
き
で
は
な
い

か
。町

長

 

常
楽
寺
林
道
は
一
部

舗
装
区
間
も
あ
る
が
、
未
舗
装

区
間
の
管
理
が
厳
し
く
、
高
齢

化
に
よ
り
地
域
管
理
も
困
難
と

な
っ
て
い
る
。

　

防
災
道
路
と
し
て
活
用
す
る

に
は
、
道
幅
拡
幅
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
設
置
な
ど
相
応
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
現
時
点
で
積

極
的
に
防
災
道
路
化
す
る
考
え

は
な
い
。

和
田

 

大
規
模
整
備
で
は
な

く
、
最
低
限
通
行
可
能
な
状
態

を
維
持
す
る
段
階
的
整
備
や
国

の
補
助
金
の
活
用
な
ど
で
整
備

可
能
で
は
な
い
か
。

町
長

 

少
し
管
理
す
れ
ば
通

行
可
能
に
な
る
箇
所
も
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
防

災
目
的
よ
り
も
森
林
整
備
や
木

材
搬
出
と
連
携
し
た
整
備
が
現

実
的
で
あ
り
、
そ
の
場
合
は
国

国
の
方
針
に
見
合
っ
た

�

林
道
活
用
を

和田 一幸 議員（文責）

Q&A関係人口の創出に
ユニバーサルツーリズムの視点を

まちづくりそのものの視点として
観光振興に努める環境に努める

 町長
髙桑 佳子 議員（文責）

不
便
な
事
が
多
い
。
時
間
や
費

用
、
景
観
を
考
え
て
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
ス
ロ
ー
プ
や
据
置
型
の
手

す
り
等
、
状
況
に
応
じ
て
使
え

る
も
の
を
用
意
で
き
な
い
か
。

　

気
づ
く
事
か
ら
始
ま
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点

を
持
っ
て
、
事
業
を
進
め
て
ほ

し
い
。

調
査
し
必
要
に
応
じ
て

�

対
応
す
る

町
長

 

街
並
み
の
観
光
施
設

等
に
は
、
歴
史
的
景
観
や
特
徴

を
可
能
な
限
り
維
持
し
な
が
ら

公
開
し
て
い
る
た
め
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
に
制
限
が
あ
り
、

不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
。
施

設
の
保
存
と
調
和
安
全
性
を
踏

ま
え
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
簡

易
的
対
応
を
検
討
し
た
い
。
こ

れ
は
特
別
な
施
策
で
は
な
く
、

ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
の
視
点

と
捉
え
て
今
後
の
観
光
振
興
に

努
め
た
い
。

髙
桑

 

ガ
イ
ド
人
材
育
成
の

た
め
の
養
成
講
座
を
今
後
も
継

続
し
て
行
う
予
定
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
観
光
ガ
イ
ド
は
現
在

予
約
制
の
み
だ
が
、
出
雲
崎
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
観
光
客
に
満

足
を
い
た
だ
く
大
事
な
機
会
を

み
す
み
す
逃
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
観
光
客
の
興
味
関
心

を
探
り
な
が
ら
案
内
で
き
る
観

光
ガ
イ
ド
を
シ
ー
ズ
ン
や
休
日

に
常
駐
化
で
き
な
い
か
。

ガ
イ
ド
部
会
の
意
向
を

�

優
先
す
る

町
長

 

実
際
に
案
内
を
す
る

ガ
イ
ド
部
会
の
意
向
が
最
優
先

だ
と
思
う
。
ガ
イ
ド
の
存
在
を

知
ら
な
い
方
も
お
り
、
常
駐
す

る
こ
と
で
分
か
れ
ば
、
有
料
で

も
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
方
も

い
る
と
思
う
。
自
主
財
源
を
確

保
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
財

源
の
中
で
、
期
間
限
定
で
試
験

的
に
行
な
っ
て
み
る
こ
と
も
検

討
を
し
た
い
。

観
光
ガ
イ
ド
を

�

天
領
の
里
に
常
駐
さ
せ
て

髙
桑

 

出
雲
崎
町
が
地
方
創

生
に
向
け
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
取
組
み
を
進
め
よ

う
と
す
る
な
か
で
、
観
光
客
の

裾
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
今
、
で
き
る
策
を
講
じ
る

こ
と
が
関
係
人
口
の
増
加
に
大

き
く
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
。
し
か
し
日
常
、
動
く
こ

と
や
伝
え
る
こ
と
に
不
自
由
を

感
じ
な
い
と
、
配
慮
が
必
要
な

方
た
ち
の
視
点
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
誰
に
で
も
優
し

く
、
誰
も
が
楽
し
め
る
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
視

点
を
十
分
に
取
り
入
れ
た
町
と

し
て
、
そ
の
情
報
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
多
く
の
人
に
認
知

さ
れ
、
選
ば
れ
る
町
と
な
る
こ

と
を
望
み
、
考
え
を
伺
う
。

　
昨
年
の
ガ
イ
ド
研
修
で
、
実

際
に
コ
ー
ス
を
車
椅
子
で
移
動

し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
が
十

分
で
は
な
い
と
感
じ
た
。
歴
史

を
重
ん
じ
る
観
光
施
設
や
街
並

み
は
段
差
も
多
く
、
高
齢
者
や

足
に
不
自
由
が
あ
る
方
等
に
は

町
観
光
施
設
の

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
を

�

検
討
す
る

髙
桑

 

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

は
気
づ
く
事
か
ら
始
ま
る
。
施

設
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
地

域
住
民
に
も
醸
成
し
て
欲
し

い
。
知
識
だ
け
で
な
く
、
実
践

的
で
様
々
な
手
法
を
学
ぶ
研
修

会
の
実
施
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

体
験
型
研
修
を
取
り
入
れ

学
校
教
育
と
の
連
携
を
図
る

町
長

 

実
際
に
自
分
事
と
し

て
理
解
す
る
機
会
が
大
切
で
あ

る
。
学
校
教
育
と
の
連
携
は
非

常
に
効
果
的
と
考
え
る
。
地
域

社
会
全
体
で
の
受
け
入
れ
環
境

向
上
に
繋
が
る
研
修
の
開
催
等

も
検
討
し
た
い
。

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
醸
成
を

崩落した小木ノ城線

11 10い ず も ざ き  議 会 だ よ り い ず も ざ き  議 会 だ よ り令 和 ８ 年 7 月第 1 3 2 号 令 和 ８ 年 7 月第 1 3 2 号

議
案
質
疑

議
案
質
疑

人
事
案
件

人
事
案
件

陳

情

陳

情

議
会
最
前
線

議
会
最
前
線

一
般
質
問

全
員
協
議
会

視
察
報
告

視
察
報
告

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

一
般
質
問

６
月
定
例
会

一

般

質

問

令
和
８
年
度
予
算



を
開
始
し
た
。
工
法
比
較
を
行
い
最

適
な
設
計
を
進
め
る
。
財
源
は
国
の

推
進
費
を
６
月
上
旬
に
申
請
予
定
だ

が
、
決
定
が
９
月
下
旬
と
な
る
た
め

着
工
は
10
月
、
積
雪
前
の
２
か
月
間

の
突
貫
工
事
に
よ
る
事
故
や
二
次
災

害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
令
和
９
年
度

へ
の
繰
越
も
含
め
慎
重
に
判
断
す
る
。

　
　
　
　
　
　

 

町
の
お
金
で
、
早

め
に
工
事
に
取
り
掛
か
れ
な
か
っ
た

の
か
。

　
　
　
　
　

当
初
は
災
害
復
旧
工
事

で
の
申
請
を
予
定
し
て
い
た
が
、
要

件
外
の
た
め
別
の
国
費
財
源
の
活
用

へ
切
り
替
え
た
。
し
か
し
、
概
算
で

の
申
請
が
認
め
ら
れ
な
い
仕
組
み
で

あ
っ
た
た
め
、
今
回
、
正
式
な
申
請

に
必
要
な
測
量
・
設
計
業
務
を
先
行

し
て
委
託
し
た
も
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

天
然
記
念
物
「
小
木
ノ

城
山
の
樹
叢
」
で
３
月
頃
に
原
因
不

明
の
倒
木
が
発
生
し
た
。
町
は
県
へ

届
出
書
を
提
出
し
、
対
応
を
協
議
中

で
あ
る
。
現
在
は
来
訪
者
の
安
全
の

た
め
、
枝
払
い
と
バ
リ
ケ
ー
ド
設
置

の
応
急
処
置
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
周
辺
道
路
の
通
行
止
め
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
、必
要
な
時
期

に
補
正
予
算
を
講
じ
る
方
針
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

今
回
の
重
大
な
課
税
ミ

ス
は
、
人
員
増
な
ど
の
再
発
防
止
策

だ
け
で
防
げ
る
の
か
。
人
間
に
よ
る

ミ
ス
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
同
一
の

住
所
や
電
話
番
号
の
デ
ー
タ
が
重
複

し
て
入
力
さ
れ
た
際
、
画
面
上
に
警

告
が
出
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
改
良

し
、
機
械
的
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
導

入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

ご
提
案
の
シ
ス
テ
ム
改

修
は
、
汎
用
製
品
の
制
約
等
か
ら
現

状
は
困
難
だ
が
、
今
後
も
業
者
へ
要

望
を
伝
え
る
。
当
面
は
、
複
数
人

に
よ
る
目
視
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底
や

チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
工
夫
な
ど
、
組
織

全
体
で
再
発
防
止
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　

町
は
、
300
年
以
上
継
承

さ
れ
て
い
る
「
出
雲
崎
大
祭
の
祭
礼

行
列
一
式
」
を
町
の
無
形
民
族
文
化

財
に
指
定
し
た
。
400
年
続
く
大
祭
の

中
で
育
ま
れ
た
祭
礼
行
列
は
、
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
演
奏
「
チ
ャ
ン
チ
ャ

コ
チ
ャ
ン
」
や
、
漁
師
町
ら
し
く
神

輿
を
激
し
く
上
下
に
揺
さ
ぶ
る
勇
壮

豪
快
な
担
ぎ
方
「
煽
る
」
な
ど
独
特

な
風
習
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
地
域

の
伝
統
文
化
を
体
現
す
る
貴
重
な
文

化
財
と
し
て
、
今
後
の
保
存
と
後
世

へ
の
確
実
な
伝
承
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
議
員
に
は
出
雲
崎
大
祭
調
査

報
告
書
を
配
付
し
た
。

　
　
　
　
　

文
化
財
の
所
有
者
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
「
石
井
神
社
氏

子
総
代
」
お
よ
び
「
出
雲
崎
大
祭
実

行
委
員
会
」は
、役
員
や
メ
ン
バ
ー
が

交
代
し
て
い
く
組
織
と
し
て
の
指
定

と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。ま
た
、所
有

者
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
る
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

両
団
体
の
連
盟
申
請
に

基
づ
く
指
定
で
あ
り
、
今
後
は
各
所

有
者
が
教
育
委
員
会
等
の
指
示
に
従

い
、
適
正
に
管
理
を
お
こ
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　

文
化
財
の
指
定
は
喜
ば

し
い
が
、
宝
の
持
ち
腐
れ
に
し
て
は

な
ら
な
い
。形
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、

町
の
観
光
や
地
方
創
生
に
貢
献
で
き

る
よ
う
今
後
は
ど
の
よ
う
な
具
体
的

計
画
を
も
っ
て
「
生
き
た
形
」
で
活

用
し
て
い
く
の
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

指
定
に
し
て
終
わ
り
に

せ
ず
。
担
い
手
の
確
保
や
保
全
状
況

の
調
査
な
ど
、
町
と
し
て
最
大
限
の

支
援
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　

 
国
や
県
の
計
画
に

従
い
、
町
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
得

ら
れ
た
知
見
を
反
映
し
た
「
町
行
動

計
画
」の
変
更
を
６
月
に
実
施
し
た
。

住
民
の
命
を
守
り
、
地
域
経
済
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
改

定
で
あ
る
。

　

従
来
６
つ
に
分
か
れ
て
い
た
時
期

区
分
を
「
準
備
期
」「
初
動
期
」「
対

応
期
」
の
３
期
に
集
約
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
各
段
階
で
の
町
の
役
割
が
明

確
に
な
り
、
よ
り
迅
速
で
効
果
的
な

対
応
が
可
能
と
な
る
。

　

感
染
症
の
発
生
前
は
町
内
連
絡
会

議
で
事
前
準
備
を
進
め
、
発
生
時
に

は
直
ち
に
町
長
を
本
部
長
と
す
る
対

策
本
部
を
設
置
し
、
国
や
県
と
連
携

し
て
重
要
業
務
を
継
続
す
る
体
制
を

整
え
る
。
緊
急
事
態
宣
言
に
は
、
法

律
に
基
づ
く
法
定
の
本
部
に
即
座
に

移
行
す
る
。
今
後
、
計
画
の
本
文
及

び
町
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
い

概
要
版
を
速
や
か
に
公
表
す
る
予
定

だ
。

小
林（
明
）議
員

建
設
課
長

県
指
定
文
化
財

　
小
木
ノ
城
山
の

�

樹
叢
倒
木

教
育
課
長

固
定
資
産
税
の

　
課
税
誤
り
に
お
け
る

�

再
発
防
止
に
つ
い
て

石
川
議
員

町
民
課
長

出
雲
崎
町
文
化
財
の
指
定

教
育
課
長

石
川
議
員

教
育
課
長

宮
下
議
員

教
育
課
長

出
雲
崎
町

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

�
対
策
行
動
計
画
変
更

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　

地
域
未
来
交
付
金
の
決
定

　

国
の
当
初
予
算
成
立
を
け
、
４
月

７
日
に
「
地
域
未
来
交
付
金
」
の
交

付
が
決
定
し
た
。
総
事
業
費
９
，３

１
２
万
６
，０
０
０
円
の
う
ち
、２
分

の
１
に
あ
た
る
４
，６
５
６
万
３
，０

０
０
円
が
交
付
さ
れ
る
。

地
方
創
生
推
進
本
部
の
設
置

　

町
長
を
本
部
長
と
す
る
「
出
雲
崎

町
地
方
創
生
推
進
本
部
」
を
４
月
１

日
に
設
置
し
、
16
日
に
第
１
回
会
議

を
開
催
。
部
局
を
越
え
た
横
断
的
な

政
策
を
推
進
し
て
い
く
。

外
部
専
門
人
材
の
委
嘱

（
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

大
津 

俊
哉 

氏　

指
導
・
助
言
、

専
門
家
招
へ
い
支
援
な
ど
を
目
的

に
委
嘱
し
た
。６
月
補
正
予
算
に
委

託
料
100
万
円
を
計
上
す
る
予
定
。

（
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

曽
根 

進 

氏　

町
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
作
成

支
援
な
ど
を
目
的
に
委
嘱
し
た
。

当
初
予
算
か
ら
組
み
替
え
、
６
月

補
正
予
算
に
て
委
託
料
610
万
円
を

措
置
し
、
財
源
は
、
特
別
交
付
税

が
措
置
さ
れ
る
。

（
副
業
型
地
域
活
性
化
起
業
人
）

西
村 

公
志 
氏　

地
方
創
生
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
助
言
な
ど
を
目

的
に
委
嘱
し
た
。
当
初
予
算
200
万

円
で
、
財
源
は
、
特
別
交
付
税
が

措
置
さ
れ
る
。

（
企
業
派
遣
型
地
域
活
性
化
起
業
人
）

白
川 

楓
子 

氏　

三
大
都
市
圏
の

企
業
か
ら
社
員
を
派
遣
し
て
も
ら

い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
制
度
で
、

６
月
１
日
付
で
委
嘱
し
た
。
主
に

ふ
る
さ
と
納
税
や
空
き
家
対
策
、

情
報
発
信
等
に
従
事
し
、
毎
月
開

庁
日
の
半
分
以
上
は
本
町
に
滞
在

す
る
。
財
源
は
、
特
別
交
付
税
が

措
置
さ
れ
る
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
等
の
策
定

　

観
光
・
物
販
・
移
住
促
進
な
ど
の

接
続
方
法
を
整
理
す
る
計
画
策
定
業

務
に
つ
い
て
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
６
月
22
日
に
実
施
。
２
社
か
ら

参
加
表
明
が
あ
っ
た
。
予
算
は
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
に
550
万
円
、

情
報
発
信
業
務
に
330
万
円
の
計
880
万

円
を
計
上
し
、
財
源
の
２
分
の
１
が

地
域
未
来
交
付
金
を
充
当
す
る
。

地
域
活
性
化
事
業
者

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

　

地
元
事
業
者
が
抱
え
る
課
題
を
外

部
人
材
の
力
を
借
り
て
解
決
す
る
た

め
、
伴
走
型
支
援
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
動
す
る
。
今
年
度
は
２
業

者
程
度
を
選
定
予
定
と
し
、
窓
口
は

商
工
会
。
本
業
務
の
委
託
先
を
決
め

る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
７
月
６
日
に
実

施
予
定
で
、
現
在
１
社
か
ら
参
加
表

明
が
あ
る
。
予
算
は
330
万
円
と
し
、

財
源
の
２
分
の
１
が
地
域
未
来
交
付

金
を
充
当
す
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

　
「
出
雲
崎
の
よ
ろ
ず
屋
」
体
制
強

化
を
図
る
た
め
、
隊
員
１
名
を
募
集

中
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を

掲
載
し
て
お
り
、
申
込
期
限
は
７
月

31
日
ま
で
と
な
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
・
関
係
人
口
創

出
事
業
）
天
領
の
里
等
を
中
心
と
し

た
通
年
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
実
行
。

（
空
き
家
調
査
・
利
活
用
計
画
策
定

業
務
）
妻
入
り
の
街
並
み
の
空
き
家

状
態
や
利
活
用
可
能
性
の
可
視
化
。

（
地
域
商
社
法
人
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調

査
業
務
）
将
来
的
に
ふ
る
さ
と
納
税

や
イ
ベ
ン
ト
運
営
等
を
担
う
地
域
商

社
設
立
の
可
能
性
を
調
査
。

※
随
時
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
等
で
実
施

　

予
定

　
　
　
　
　

現
在
の
北
谷
隊
員
と
一

緒
に
や
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　

北
谷
隊
員
が
従
事
し
て

い
る
よ
ろ
ず
屋
の
内
容
を
メ
イ
ン
に

従
事
し
て
い
く
予
定
で
、
そ
こ
か
ら

地
方
創
生
推
進
事
業
に
結
び
つ
く
よ

う
な
活
動
に
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

高
校
の
魅
力
化
人
材
育

成
の
た
め
、
元
出
雲
崎
高
校
長
の
真

島 

徳
衛
氏
を
任
用
（
週
３
日
勤
務
）

し
た
。

　
　
　
　
　

３
月
報
告
の
被
災
箇
所

に
つ
い
て
、４
月
に
測
量
・
調
査
設
計

地
方
創
生
推
進
事
業

�
進
捗
状
況

総
務
課
長

中
野
議
員

総
務
課
長

包
括
連
携

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

�

任
用

教
育
課
長

町
道
小
木
ノ
城
線

�

道
路
復
旧
工
事

建
設
課
長

全 

員 

協 

議 

会  

４
〜
６
月
開
催
分

全
員
協
議
会
は
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
、
協
議
ま
た
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
で
す
。

行
政
内
容
あ
る
い
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
か

ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

倒木したアカイタヤ
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町の課題を調査・研究中町の課題を調査・研究中

　町議会では、町民の皆さまのご意見・ご要望等をお聞きする『議会サロン』を開催します。
担当議員２名が皆さまをお待ちしています。ぜひ、お越しください。

議会サロンを開催します

議会のこと、町への要望など
ぜひ、この機会にお聞かせください。
顔を見に来ていただけるだけでも
嬉しいです。出雲崎町議会

ホームページ
出雲崎町議会
YouTube

出雲崎町
公式LINE

― 現　状 ―
　●増える利用者
　　�令和６年度 は 3,137人、 令和７年度は3,497人 と、
前年より約360人増えている

　　（※隣の良寛記念館と比べると約2,000人少ない状況）
　●にぎわう食堂と PR
　　��お食事処夕日庵のふれあい食堂は毎月大盛況である
　　�ここで作ったお惣菜を天領の里で販売し、お店を知っ
てもらう工夫もしている

　●メニューの使い分けと協力
　　�天領の里では、観光客向けに出雲崎漁港のサザエなどの魚介類を使用し、夕日庵では主に町民向けに

地元産野菜や米を使用し、特徴を分けながらも人員の共有や観光客の誘導を行うなど連携している

― 課　題 ―
　●建物の傷みが激しい
　　強い風や雨のために、屋根や雨どいが飛ばされいる
　　テラス席に出るための出入口の戸が、建付けが歪んでいるため２箇所しか開かない

社会産業常任委員会 視察報告社会産業常任委員会 視察報告 ～ 休憩所 心月輪 ～ ～ 休憩所 心月輪 ～

福島県柳津町議会が視察に来られました

5月
18日

5月
14日

農業者・商業者の高齢化及び
担い手不足による対応策は

町づくりや議会運営について意見交換を行いました

開催日 時間 場　　所 担当議員

８月22日（土） 午前10時～12時 妻入り会館 高 橋 速 円 北 谷 三 樹

10月24日（土） 午前10時～12時 ホッと情報館 陽だまり 中 野 勝 正 島　 明 日 香

社会産業常任委員長
島  明日香

５
・
13	

議
会
運
営
委
員
会

５
・
14	

柳
津
町
議
会
来
訪�

→
詳
細
は
ｐ
15

　
　
18	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

	

（
心
月
輪 

現
地
視
察
）

　
　
22	

第
５
回
全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
12
〜
13

　
　
23	

議
会
サ
ロ
ン
（
妻
入
り
会
館
）

　
　
26
〜
27 

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

	

（
東
京
都
）

６
・
１	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
８	

６
月
定
例
会
初
日�

→
詳
細
は
ｐ
2

	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
132
号
）

　
　
９	

町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

	

（
新
潟
市
）

　
　
10	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
11	

６
月
定
例
会
二
日
目
（
一
般
質
問
）

�

→
詳
細
は
ｐ
６
〜
11

　
　
12	

議
会
運
営
委
員
会

	

６
月
定
例
会
最
終
日

	

第
６
回
全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
12
〜
13

　
　
26	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
132
号
）

７
・
１
議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
132
号
）

　
　
８	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
132
号
）

　
　
17	

第
７
回
全
員
協
議
会

　
　
25	

議
会
サ
ロ
ン

	

（
ホ
ッ
と
情
報
館
・
陽
だ
ま
り
）

議
会
の
う
ご
き

�

（
主
な
も
の
）

（
令
和
８
年
5
月
～
令
和
８
年
7
月
）

― 視察理由 ―
①事業の採算性と実態の確認

②指定管理の妥当性の判断

③町の発展への寄与

各委員からの意見

景勝百選との関連性
をもたせてほしい。
駐車場の白線が消え
かけている。

石川　豊 委員

経営母体が赤字補填
をしているような運
営状況はいかがなも
のか。

小林明日香 委員

事業者の取組につい
て宣伝が足りていな
いのではないか。

和田一幸 委員

良寛記念館への誘導
や工夫はあるのか。
料理や景観について
来客者の反応は。

宮下孝幸 委員

公共交通、タクシーや代行が
減少している中、デマンド交
通の運行状況は
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表
紙
小
話

の

編

集

後

記

　議
会
報
特
別
委
員
会
の
新
体
制
で

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で

一
年
が
経
ち
ま
し
た
。こ
の
間
、私
た

ち
は
毎
号
「
よ
り
伝
わ
る
紙
面
と
は

何
か
」を
議
論
し
続
け
、題
字
の
刷
新

を
は
じ
め
、
紙
面
全
体
の
表
現
を
見

直
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
積
み
重
ね

が
形
と
な
り
、
現
在
の
ス
タ
イ
ル
に

落
ち
着
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　研
修
会
で
得
た
学
び
や
、
他
町
村

の
工
夫
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
最
も

お
伝
え
し
た
い
こ
と
や
町
民
の
皆
様

の
声
を
意
識
し
て
編
集
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。

　以
前
は
議
会
報
告
を
忠
実
に
反
映

す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
し
た
の

で
、
情
報
量
が
少
な
く
な
り
お
伝
え

し
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

の
不
安
は
、
今
も
私
た
ち
の
胸
に
あ

り
ま
す
。し
か
し
同
時
に
、「
読
み
や

す
く
な
っ
た
」
と
い
う
お
声
や
ご
助

言
、ご
意
見
は
、紙
面
作
り
の
方
向
性

を
後
押
し
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
議
会
の
動
き
や
調

整
の
背
景
を
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る

言
葉
で
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　 （
髙
桑
佳
子
）

委
員
長
　島
　明
日
香

副
委
員
長
　小
林
　玲
子

委
　
　員
　髙
桑
　佳
子

　
　
　
　
　小
林
明
日
香

　
　
　
　
　和
田
　一
幸

　
　
　
　
　北
谷
　三
樹

議
会
報
特
別
委
員
会

んみ な の 声

インタビューしました！
白 川  楓 子 さん  
しら かわ    か     こ
地域活性化起業人

6月より着任しました！
皆さまとたくさん

お話しさせてください！

　こ
の
度
の
表
紙
で
は
、
出
雲
崎

町
の
豊
か
な
自
然
と
、
そ
こ
に
息

づ
く
一
次
産
業
の
力
強
さ
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　写
真
に
は
、
海
と
共
に
生
き
る

漁
業
者
、
美
し
い
水
田
を
守
り
豊

か
な
実
り
を
紡
ぐ
農
業
者
、
そ
し

て
大
切
な
里
山
を
次
世
代
へ
つ
な

い
で
い
く
姿
が
あ
り
ま
す
。
日
々
、

厳
し
い
自
然
と
実
直
に
向
き
合
う

生
産
者
の
方
々
の
真
剣
な
ま
な
ざ

し
と
、
汗
ひ
か
る
作
業
風
景
を
切

り
取
り
ま
し
た
。

　初
夏
の
爽
や
か
な
風
が
吹
き
抜

け
る
中
、
青
々
と
し
た
水
田
や
、

生
命
力
に
あ
ふ
れ
る
里
山
、
そ
し

て
活
気
あ
る
出
雲
崎
の
海
な
ど
、

私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
目
に
す

る
風
景
の
裏
に
は
、
常
に
こ
う
し

て
地
域
を
支
え
続
け
る
人
々
の
営

み
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
力
強

い
歩
み
は
、
町
の
暮
ら
し
を
根
底

か
ら
支
え
る
源
流
で
あ
り
、
私
た

ち
が
未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く
べ

き
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
財

産
で
す
。
私
た
ち
が
誇
る
「
生
み

出
す
力
」
と
初
夏
の
瑞
々
し
い
躍

動
感
を
お
届
け
し
ま
す
。

（
文
責

　島 

明
日
香
）

出雲崎でのミッションを教えてください
町の情報発信の強化、地域内外の交流の場づくりなどです。
本業で取り組むマーケティングやデザイン力を生かしたいです。

月の半分は違う土地で違う仕事をする働き方に
ついてどうお考えですか
新しい働き方で挑戦だと思っています。ですが、
一方で得られたことをもう一方にも生かすことが
できるのは強みですし、ワクワクしている自分が
いますので、ポジティブに捉えてます！

出雲崎の印象を教えてください
地名は知っていましたが来たことはありませんでした。
良寛さんのイメージが強いです。まだ着任して1週間ちょっと
（インタビュー日：2026年6月11日）ですが、皆さん距離感を近くして、温かくフランクにお話しくださ
いますし、町のことを色々考えていてすごいなと思いました。

意気込みをお願いします
情報発信等を通じて、町内外の方をつなげられるよう頑張ります！
アイデアがよく出てくる方なので、皆さんと意見交換をして、少しでも実現できればと考えています！


